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製造ラインにおける画像認識の処理手順の最適化手法を用いた生成 

生産能力の向上や生産コストの削減のため，製品の組立や検査など多くの作業が自動化さ

れており，そのために画像認識技術が用いられている．画像認識を行うためには，画像中か

ら認識対象を見つけ，識別の基準である特徴をもとに見つけた認識対象を識別することが必

要となる．そのため，画像変換・特徴抽出・識別という 3 つの処理が一般的に行われ，これ

らの処理を適切に設計することで画像認識を行うことができる(Fig. 1)．この設計は専門家に

よって成されているが，画像変換のための処理の組み合わせが膨大でありさらに各処理の変

数(画像変換パラメータ)を調整する必要があることや，画像変換の処理の違いによって認識

対象を識別するために相応しい基準および基準値(識別辞書)が変わること，そして設計した

処理手順の適切さが認識結果，さらには作業が達成可能かどうかでしか評価できないことな

どにより，多くの時間と労力を要してしまう． 

本研究では，製造ラインにおいてロボットが物体を把持する作業のために物体の形状およ

び位置を認識することを例に取り(Fig. 2)，画像変換パラメータと識別辞書にのみ焦点を当て，

画像変換パラメータを調整しながら識別辞書を生成する手法を提案する(Fig. 3)．提案手法で

は，識別辞書ではなく認識対象の画像をあらかじめ与えることで，画像変換の処理ごとに適

切な識別辞書を生成することができる．目的関数として，第一に形状の認識率を最大化する

こと，第二に位置誤差の最大値を最小化することを定め，最適化を行う．識別辞書をあらか

じめ与え，画像変換パラメータ毎に決定しない手

法と比較して，認識率の観点から良い結果を得ら

れることを示した(Fig. 4)． 
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Fig. 1 Proposed method 

Fig. 1 画像認識の手順およびその設計 

Fig. 2 画像認識の対象作業 

Fig. 4 認識結果の比較 Fig. 3 提案手法 


